書き続け たもの だが、 前半 は 昨年の 十二月 十六 日に 完 

成し、 後半に は、 それから 十日 余り も 費やさね ばなら 

なかった。 それゆえ 読者 諸君 は、 女 主人公 滝 人の 絶望 

に は、 真黒な 三十 二 音符 を …… 、 また、 力と 挑戦の 吐 

露に は、 急流の ような、 三連 音符 を 想像して 頂きたい 

と 思う。 

なお、 本篇の 上梓に ついて、 江戸川. 甲賀. 水 谷の 

三 氏から、 推薦 文 を 頂いた ことと、 松 野さん が、 貧弱 

な 内容 を 覆うべく、 あまりに 豪華な 装幀 を もってせら 

れ たこと に、 感謝して おきたい と 思う。 

一 九 三 五 年 四月 



に、 上 信の 国境 を 越えて ゆく の だ。 ところが、 その 峠 

をく だり 切った ところ は、 右手の 緩斜 から 前方に かけ、 

広大な 地峡 をな していて、 そこ は 見渡す かぎりの 荒 蕪 

地だった が、 その 辺 をよ く 注意して みると、 峠の 裾 寄 

こみち わか 

りのと ころに、 わずか それと 見える 一条の 小径が 岐れ 

ていた。 

きんぽうげ つ リが ねそう かん ざしぐ さ 

その 小径 は、 毛 莨 や 釣鐘 草ゃ簪 草な どの ひ弱い 

いかりそう うつ ギ. I たけ 

夏 花や、 鋭い 棘の ある 淫 羊※、 空 木な どの 丈 低い 草木 

で 覆われて いて、 その 入口で さえ も、 密生して いる 

くさむら 

叢 のよう な 暗 さだった。 したがって、 どこ を どう 透 

し 見ても、 土の 表面 は 容易に 発見され ず、 たとい 見え 



そこ 一 帯の 風物から、 なんとも 云えぬ 異様な 色彩が 眼 

を 打って くる ことだった。 それが、 あの 真夏の 飽和 I 

I 燃えさ かるよう な 緑で ない こと は 明らかで あるが、 

さりと てまた、 雑色で も 混淆で もな く、 一 種 病的な 色 

彩と 云う の ほかになかった。 かえって、 それ は、 心 を 

冷たく 打ち 挫ぎ、 まるで 枯れ 尽 した 菅か、 荒壁 を 思わ 

くちき さび 

す 朽樹の 肌で も 見る かの ような、 妙に うら 淋れた 

まったく 見て いると、 その 暗い 情感が、 ひしと 心に の 

しか かってく るの だった。 

云う まで もな く、 それに は 原因が あって、 この 地峡 

も、 過去に おいて はなん べん か 興亡 を 繰返し、 いくつ 



陽 盛りの もとに 眺めた とすれば、 水面から 揺らぎ あ 

がって くる 眩い ばかりの 晃耀 〔# 底本の まま〕 が、 そ 

の 一 団の 建物 を 陽炎の ように 包んで しまい、 まったく 

そこに は、 遠近 高低の 測度が 失われて、 土 も 草 も 静か 

な 水の ように 見える。 また 建物 は その上で 揺るぎ 動い 

ている、 美しい 船体と しか 思われ なくなって しまう の 

だった。 そうして、 現在 そこに は、 騎西 一家が 棲んで 

まれ、. 

いる と 云う よりも、 代々 馬 霊教を もって 鳴る この 

南 信の 名 族に とれば、 むしろ 悲惨 をき わめた 流刑地と 

云う の ほかに はな か つたので ある。 

ところで、 騎西 一家 を 説明す るた めに は、 ぜひに も 



れが ために、 白羽の 矢 を 立てられた 信者 は、 身 も 世 も 

わるがしこ 

あらぬ 恐怖に 駆られる が、 そこが、 教主 くらの 悪 狡 い 

つけ 目だった。 彼女 は 得たり とば かりに、 不可解し ご 

くな 因果 論 を 説き出して、 なお それに 附け 加え、 霊 神 

えいご う お そ 

ょリ 離れぬ 限り は 永劫 発病の 懼れ なし —— と 宣言す る 

ので ある。 けれども、 もともと 根 も 葉 もない 病い のこ 

ととて、 どう 間違っても 発病の 憂い はない ので あるか 

ら、 当然そう いった 統計が 信者の 狂信 を 煽り 立てて、 

馬 霊教の 声望 はい やが 上に も 高められ ていった。 とこ 

ろが、 その 矢先、 当局の 弾圧が 下った ので ある。 そし 

て、 ついに 二 年 前の 昭和 X 年 六月 九日に、 当時 復活し 



その 力に、 真実の 闇が あるので はないだ ろうか。 それ 

はま さに、 人間 退化の 極みで ある。 あるいは、 孤島の 

中に も あらう し 〔# 底本の まま〕、 極地に 近い 辺土に も 

そこに 棲む 人達 さえ あれば、 必ず 捉まえて 〔# 底 

本の まま〕 しまう であろう。 けれども、 そういった、 

いつ 尽きる か 判らない 孤独で さえ も、 人間の 身内の 中 

で 意欲の 力が 燃えさ かり、 生存の 前途に、 つねになん 

ら かの、 希望が 残って いる うちだけ はさ ほどで ない け 

れ ども、 やがて、 そういった ものが 薄らぎ 消えて くる 

と、 そろそろ 自然の 触手が 伸べ られ てきて、 しだいに 

人間と 取って^って しまう。 そこで、 自然 は 俳優と な 



り、 人間 は 背景に すぎなく なって、 ついに、 動かない 

荘厳 そのものが 人間に なって しまう と、 たとえば 虹 を 

見ても、 その 眼 醒める ような 生々 した 感情が かえって 

自然の 中から 微笑まれて くるので ある。 しかし、 その 

ような 世界 は、 事実 あり 得べ くもない と 思われる であ 

ろうが、 また、 この 広大な 地上 を 考える と、 どこかに 

存在して いないと も 限らない ので ある。 現に、 騎西家 

ふしぎ おきて とりこ 

の 人達 は、 その 奇異な 淀の 因虜 となって、 いっかな 涯 

しない、 孤独と 懶惰の 中で 朽ち ゆかう 〔# 底本の まま〕 

としていた のであった。 

そこで、 その 人達の 生活の 中で、 いかに 自然の 力が 



正確に 刻まれて いるか を 云えば …… 。 前夜の 睡眠 中に 

ぜん ま い 

捲 かれて おいた 弾条 が、 毎朝 一分 も 違わぬ 時刻に II 

たるき 

目 醒める と 動き 出して、 何時に は、 貫 木の 下から 仏間 

の 入口に かけて 二回 往復し、 それから 四 分 ほど 過ぎる 

と、 土間の 右から 数えて 五番 目の 踏 板から 下に 降りて、 

あげど 

そこの 土の 窪み だけ を 踏み、 揚戸を 開きに ゆく といつ 

た 具合に …… 。 日夜 かっきり と、 同じ 時刻に 同じ 動作 

が 反覆され て ゆく ので あるから、 いっとな く 頭の 中の 

クランク ギ ャ 

曲 柄 や 連動機が 仕事 を 止めて しまって、 今では、 大き 

な 惰性で 動いて いると しか 思えない ので ある。 まった 

く、 その 人達の 生理の 中には、 すでに 動かしえない 毒 



濃す ぎても 薄す ぎても、 病気に なり …… 、 たとえば 黄 

昏時 だが、 始めの リラ 色から 紅に 移って ゆく 際に、 夕 

陽の コロナに 煽られて いる、 周囲の 団子 雲 を 見て いる 

と、 いっとな く (私 は 揺する、 感じる、 私 は 揺する) 

の、 甘い 詩の 橙 が 思い出され てきて、 心に 明るい 

燦 爛が 輝く の だ。 けれども、 やがて 暗い 黄に 移り、 

雲が 魚の ような 形で、 南の 方に 棚引き 出す と、 時 江 は 

やる せ 

その 方角から、 ふと 遣 瀬ない 郷愁 を 感じて、 心が 暗く 

ほら なめくじ 

沈んで しまう のだった。 また 朽樹の 洞の 蛞蝓 を 見て は、 

はっと 顔 を 染める ような 性欲 感を 覚えたり、 時として 

は、 一面に しばが 生えた 円い 丘に 陽の 当る 具合に よつ 



かな^ つ はげ 

なって いた。 おまけに、 金仏 光りに 禿 上って いて、 細 

長い 虫の ような 皺が、 一 一 つ 三つ 這つ ている の だが、 

うしろ なよなよ うぶげ 

後頭部の わずかな 部分 だけに は、 嫋々 とした、 生 毛み 

たいな ものが 残されて いる。 事実 まったく、 その 対照 

に はた まらぬ 薄気味悪 さが あ つ て、 ちょ つ と 薄汚れ た 

因果 絵で も 見る かの ような、 何 か 酷たら しい 罪業で も、 

底の 底に 動いて いるので はない かとい う 気がする の 

だった。 なお、 皮膚の 色に も、 遠眼 だと、 瘢痕か 結節 

としか 見えない 鉛色の 斑点が、 無数に 浮上って いるの 

だけれ ども、 稚巿の もつ 最大の 妖気 は、 むしろ 四肢の 

指先に あった。 すでに、 眼が そこに 及んで しまう と、 



云う の は、 これ も 拇指 だけが ズバ 抜けて 大きい の だが、 

わけても 気味 悪い ことに は、 先へ 行く につれ て、 耳の 

そと わ そ 

ような 形に 曲り はじめ、 しかも その 端が、 外輪に 反リ 

返って いるの だ。 また、 他の 四 本 も、 中指に は ほ とん 

ど 痕跡 さえ もな く、 残りの 三本 も 萎えし なびて いて、 

そこに は椎 実が 三つ —— いやさら に、 それ を 細長く し 

たような ものが、 固まって いるに すぎない。 したがつ 

力ん. loj リ びォ 

て、 全体の 形が、 何 かの 冠 か、 片輪 鰭みたい に 思わ 

れ るので ある。 そして、 四肢の どこに も、 その 部分 だ 

けがい やに 銅 光り をして いて、 妙に 汚いながら も触リ 

たくなる ような、 襞 や 段 だらに 覆われて いた。 のみな 



いち 稚巿と 対照して ゆけば、 やがて 幾つか、 符合した 

ものが 見出され るに 相違ない。 おまけに、 両脚が ガニ 

股の まま 強直して いて、 この 変形 児 は、 てっきり 置燈 

籠 (*0 とで も 云えば、 似つかわしげ な 形で 這い 歩い 

ている のだった。 だが、 そうなる と 稚巿の 誕生に は、 

また ちょっと、 因果 噺 めいた 臆測が されて きて、 ある 

いは、 根 もない 恐怖に 虐げられ ていた、 信徒 達の 酬い 

では あるまい かと も 考えられて くる。 が、 そうしてい 

るう ちに、 その 迷信め いた 考え を 払う に 足る ものが、 

古い 文書の 中から 発見され た。 それ は、 くらの 夫 —— 

ざい きとう 

すなわち 先代の 近四郎 が、 草津 在の 癩 村に 祈禱の ため 



赴いた という 事実で ある。 すると それから は、 たとえ 

それが、 遺伝性で あろうと 伝染性で あろうと、 また 胎 

中 発病が、 あり 得よう が あり 得まい が、 もう そんな 病 

理論な ど は、 物の 数で はなくな つてし まって、 はや 騎 

西 家の人 達 は、 自分 達の 身体に 腐爛の 臭い を 気にする 

ようになつ てきた。 そして 明け暮れ 〔# 底本で は 「明 

れ 暮れ」 と 誤植〕、 己れ の 手足ば かり を 眺めながら、 惨 

ましい 絶望の 中で 生き 続けて いたので ある。 

ところが、 こうした 中に も、 恐怖に は いささか も染 

まらない ばかりでなく、 むしろ それ を 嘲り 返して いる 

不思議な 一人が あった。 それが、 十四 郎の 妻の 滝 人で 



いと 拡がる につれ て、 やがて は、 悪病 も 孤独 も I— 寂 

寥も 何もかも、 この 地峡に おける いっさいの ものが、 

妙に 不安定な、 一 つの 空気 を 作り上げて しまう の だつ 

た。 

一 、 一 一つの 変貌と 人 瘤 

八月 十六 日 —— その 日 は、 早朝から この 地峡の 上層 

を、 真白な 薄雲が 一 面に 覆うて いるので、 空気 は 少し 

ゆる 

も微 がう 〔# 底本の まま〕 と はせ ず、 それ は 肢体に 浸 

み 渡らん ばかりの 蒸し暑 さだった。 それでも 正午 頃に 



なると、 八ケ 岳の 裾の 方から 雲が 割れて きて、 弾左谿 

の 上空に はと ころ どこ ろ 碧空が 靦 かれた が、 まもなく、 

さう して 〔# 底本の まま〕 片方に 寄り 重なった 雲に は、 

しだいに 薄気味悪い 墨色が 加わって きた。 そして、 そ 

の 一 団の 密雲 は、 ちょうど 渓谷の 対岸 辺り を 縁に して、 

除々 と 西北の 方角に 動き はじめた ので あつたが、 その 

うち、 いやにぬ くもり を 含んだ 風が、 峰から 吹き 下り 

て 来た かと 思う と、 やがて 轟々 たる 反響が、 広い 地峡 

の 中 を 揺ぶ り はじめた。 しかし その 雲 も、 小 法師 岳 寄 

りの 側になる と、 よほど 薄らいで いて、 時折 太い 雨脚 

がー つ 二つ 見える という 程度だった けれども、 葉末の 



た。 と 云う の は、 だいいち 十四 郎の 気性が、 粗暴に なつ 

ちなまぐさ ふけ はんさい 

てきて、 血腥 ぃ狩獵 などに 耽リ、 燔 祭の 生き餌まで も、 

まふ しナっ 

手ず から 屠る と 云った ように、 いちじるしい 嗜血 癖が 

現われて きた 事だった。 またもう 一 つ は、 ひどく 淫事 

を嗜 むように なった という 事で、 彼女 は 夜 を 重ねる 

ま， こり し. ま 

ごとに、 自分の 矜恃が 凋んで ゆく の を、 眺める ょリほ 

かになかった。 あの 動物 的な、 掠奪く るよう な 要求に 

は —— それに 慣れる まで、 彼女 は 幾度 か 死 を 決した こ 

とだったろう。 そして、 その 翌年、 惨事 常事 妊 もって 

いた 稚巿を 生み落した 以後 は、 毎年 ごとに 流産 や 死産 

が 続いて いて、 彼女の 肉体 はやが て 衰えの 果て を 知る 



なので しょうか。 それとも、 私が それで はない かと 疑 

ぐって いる、 鵜 飼 邦太郎 なので しょうか。 もし、 その 

けじめ こぶ 

差別 を クッキ リ とつけ る ことが 出来れば、 もう 木の 瘤 

の 貴方のと ころへ は、 私、 二度と はまい ります まいが 

…：- J 

かしわ 

その 槲の木 は、 片側の 根 際まで 剝ぎ 取られて いて、 

露出した 肌が、 なんとなく 不気味な 生々 しい 赤色で、 

それが 腐り 爛れた 四肢の 肉の ように 見えた。 そして、 

その 中央 辺に、 奇妙な 瘤が 五つ 六つあって、 その 一帯 

が、 てっきり 人の 顔で も 連想させる ような、 異様な 起 

伏 を 現わして いた。 けれども、 その 樹の 前に 立ち 塞 



になり、 眼の 前にい るの が 私と も 知らずに、 絶えず 

せかく はす 

眼 覆し を 除して くれと、 子供の ようにせ がまれ ており 

ました。 私 も、 大分 刻限が 経って いた ことです から、 

たいした 障りに もなる まいと 思って、 その 結び 目をや 

ん わりと 弛めて あげました。 そして、 幾分 上の ほうに 

まぶ 

ずらせた とき、 いきなり 貴方 は、 両手 を 眩しそう に 眼 

に 当てて おしまい になった のです。 けれども、 その 時 

なんという 言葉が、 ロを衝 いて 出た ことでしょう。 い 

いえ、 けっして それ は、 眼の 前に ある、 鵜 飼の 無残な 

ひゃく ひろ 

腸 綿で はない のです。 貴方 は、 高 代と いう 女の 名 を 

おっしゃ いました。 高 代 —— ああ 私 は、 何 S でも 貴方 



ていて、 私達 はまった く不 鍛練で ございました わね。 

(以下 四 七 一 字 削除) しかし、 その 中で ただ 一つ、 はつ 

きりと 頭の 中に 残って おります の は、 あの 背比べな の 

こしまね 

でございます。 つまり、 薦骨の 突起と 突起 を 合わせて 

くる ふし 

みると、 双方の 肩先 や 踝 にどの くらいの 隔たりが 出 

来る か …… 。 (以下 一 八 六 字 削除) それが、 以前の 貴方 

こんめい 

の 場合と ぴったり 合って しまう ので、 なおさら 昏迷の 

度が 深められて まいる わけなの です。 なにしろ、 片方 

は 死に、 一方 は 過去の 記憶 を 失って いると いう 始末で 

すから、 どうせ どっちつかずの 循環 論に なって しまつ 

て、 結局 は その 二人の 幻像が、 ああで もない こうで も 



は ゆきます が、 すぐに 前後 を 乱して バ ラバ ラ にな つ て 

しまう のです。 それで、 私が わずかに 拾い上げ たとい 

うの も、 たった この 一 つ だけな ので ございます。 とい 

マルティ ブル . パ— ソナリ ティ 

うの はたし か、 サ イデ イスの 『複重 性 人格』 に は、 

一 番 明確な ものが 挙げられて いたよう に 思われ ますけ 

ど、 大体が、 盲目から 解放され た 瞬間の 情景な のです。 

ここに もし、 先天的な 白内障 患者 や、 あるいは 永い こ 

と、 真暗な 密室の 中に でも 鎖 じ 込められ ていた 人達が 

あつたと して、 それが やっとの ことで、 暗黒から 解放 

される ようにな つたと 仮定し ましょう。 すると、 そう 

して 最初の 光明に 接した 際に、 いったい どんな ものが 



眼に 飛びつ いてく ると お思いで すか。 それ は、 線で も 

角で もなくて、 ただ 輪廓が 茫 つと している、 色と 光り 

かたま 

だけの 塊り に過ぎない のです。 よく 私 どもの 幼い 頃 

に は、 眩影景 (暗い 中 を 歩かせられて、 不意に 明るみ 

に 出る と、 前述した ような 理論で、 何でもな いものが 

恐ろしい ものに 見える、 一種の 心理 見世物) などい う 

心理 見世物が、 きまって、 お 化 (ばけ) 博覧会な どの 

催し物に は 含まれて いた ものです。 つまり、 それによ 

く 似た 現象が、 あのと き 眼に 映った、 鵜 飼の 屍体の 中 

に、 あつたの では ございませんで したろう か。 それで 

なくても、 俗に 腸 綿 踊りな どと 申す ものが ございます。 



て ゆけ ない 私に とる と、 この 世界が まるで 悪疫 後の 荒 

野と いったよ うな ものに 化して しまう でしよう。 まつ 

たく、 貴方であって もなら ず、 なくても いかず、 その 

どっちに なっても、 私の 絶望に は 変り がない のです。 

当然 貴方の 幻 は、 その場限りで 去って しまう のです か 

ら、 かえって いまの ように、 執念い 好奇心 だけに 倚リ 

19 か もうろう 

鎚 つていて、 朦朧と した 夢の 中で 楽しんで いる —— と 

も かく、 その ほうが 幸福な のか も 判りません わ。 けれ 

ども、 そうして 日夜 あの 疑惑の 事ば かり を 考え 詰め、 

その 解答が 生れる 日の 怖ろ しさ を また 思う と、 はて は 

頭の 中で 進行して いる、 言葉 の 行間が バラ バラに なつ 



が、 重なり合って しまうよ うな、 心理 作用が 私に 現わ 

マルティ ブル . レンズ ■ ィメ ー ジ 

れ たこと です。 それ を、 二重 鏡 玉 像と かいうよ 

うで、 よく 折に 触れて 経験す る ことです が、 眼に 涙が 

一 杯に 溜る と、 そのために、 美しい もので も 歪んで 見 

え、 また こよな く 醜い ものが、 端正な 線 や 塊に 化して 

しまう ことがある のです。 現に、 伊太利の 十八 世紀 小 

でこぼこ レンズ 

説の 中に です が、 凸凹の 鏡 玉 を 透して 癩 患者 を 眺めた 

ようちよ-つ 

とき、 それが 窈窕 たる 美人に 化した という 話 も ある 

いみぐ ま 

とおりで …… 。 また、 忌隈 という 芝居の 古譚 など も ご 

つら あか くまど リ 

ざいまして、 一 つの 面 明りで、 ちがった 隈取 をした 二 

つの 頦を 照らす 場合に は、 よほど 隈の形 や、 色 を 吟味 



験 管で も 透かし 見る ように、 稚巿の 身体 を、 これよ と 

ばかりに 高く 吊し上げた。 

「このと おりで ございます もの。 稚巿 のこれが、 

先夫 遺伝で さえなければ …… 。 まさに 先夫 遺伝な ので 

ございま すの。 でも、 私に は 貴方 以外に、 恋人 もな け 

れば、 夫 もない はずです。 そうし ますと、 その 先夫と 

いうの が、 い つたい 何者に 当る ので ございましよ うか。 

だいたい 先夫 遺伝と いえば、 前の 夫の 影響が、 後の 夫 

の 子に 影響す るの を 云う のです けど、 たいてい は、 皮 

膚か眼 か 髪の 色 か 傷痕く らいのと ころで、 私の ような 

まパ S 

場合 は、 おそらく 万が 稀 —— 稀 中の 奇と 云っても 差 支 



「けれども 貴方、 私に は稚巿 が、 一 つの 弄び 物と しか 

見えない ので ございます。 ああ、 弄び 物 —— 聴く とこ 

デモ ンス卜 リス . ェピス 卜— ラ 

ろに よります と、 奇書 『腑 分 指示 書』 を 著した カツ 

ツエ ンブ ルガ ー は (以下 五 〇 六 字 削除)。 そうな つて 

稚巿 という 存在が、 むしろ 運命と いうより かも、 私と 

いう 孤独の 精神力から 発した、 一 つの 力強い 現われ だ 

もて あ 

とすると、 かえって、 それ を 弄んで やりたい 衝動に 駆 

られて ゆきました。 そこで あの 低能 きわまる 物質に、 

私 はいろ いろな 訓練 を 施して いったの です。 けれども、 

テス 卜 

最初 は 低能児の 試練から 発した ものが、 驚いた ことに 

は、 しだいにせ K を S めて ゆく のです。 そして、 ついに 



成功した 実験と いえば、 なさけない ことに、 たった こ 

の 二つ だけの 動物 意識で —— つまり 多 T とか 

ロング .コ ンド. ショット いろいろ 

長 短と かいうよ うな 種々 な 迷路 を 作って、 

こ ま 

高麗 鼠に その 中 を 通過させる ものと、 もう 一 つ は 

なめくじ 

蛞蝓 以外に はない 背 光 性 —— 。 いま も 御覧のと おり、 

陽 差しが 背後に 落ちます と、 この 子 は、 まるで 狂気の 

ようにな つ てグ ングン 暗い 下生えの 蔭に、 這い 込んで 

ゆこうと していた では ございま せんか。 わずか その 一 一 

つ だけが、 この 子の 中で 働いて いる 神経な ので ござい 

ます。 どうか、 残忍な 母 だと 云って、 お叱りに はなら 

ないで。 第一 貴方が ご 自分から 踏み外し たために、 こ 



うした 不幸な 芽が 植えつ けられて しまったの ですから。 

そうな つたら、 どんなに 黒い 不吉な 花で も、 そこから、 

咲きたい だけ 咲けば よいので すわ。 私 はた だ、 幻覚 的 

な 考え を 誰に でも 淋しがり やに はきつ と ある、 そ 

れ をして いるに すぎない のです。 大人に だって 子供に 

だって、 誰に だっても、 わけても この 谿間 では、 一刻 

おもちゃ 

も 玩具な しに は 生きて 行かれません わ」 

そう 云って 滝 人 は、 暗い 樹 蔭に 這いずって 行く 稚% 

の 姿 を、 じっと見 守って いた。 玩具 —— 愛玩動物。 い 

なめくじ 

まで はからく も稚巿 に、 蛞蝓の ように 光に 背 を 向けて 

這い、 迷路 を 通過して 行く —— 意識 だけが 作られた に 



げられ ております とおりで、 鉄漿を 含みます と、 日頃 

おやま 

含み 綿 をす る 女形に も その 必要が なく、 申せば、 顔の 

影と 明るみから、 対照の 差 を 奪って しまう からな ので 

ございましよう。 ですから、 いわゆる 豊頰 という 顔 

相 は、 皮膚の 陰影が、 よりも 濃い、 鉄漿に 吸収され て 

生れて くるので す。 しかし、 私が 思いきって、 それ を 

時 江さん に 要求いた します と、 あの方 は、 手渡しされ 

た 早鉄漿 (鉄漿 を 松脂に 溶いた 舞台 専用の もの、 した 

がって 拭えば すぐに 落ちる ので ある。) の壺 を、 その 場 

で 取り 落して しまい、 激しく 肩 を 揺すって、 さめざめ 

と 泣き 入る ので ございます。 またそう なると、 私の 激 



陥穽 を 秘かに 設えて 置いて、 獵人も 及ばぬ 豊獵を 常 

に 占めて いたので ある。 

騎西 家の 建物 は、 充分 時代の 汚点で 喰い 荒され、 外 

面 はすで に ボロボ 口に 欠け 落ちて いて、 わずかに その 

偉容 だけが、 崩壊 を 防ぎ 止めて いるよう に 思われた。 

うるし たるき 

そして、 全体が 漆 のよう な 光 を 帯び、 天井な ど は 貫 木 

も 板 も、 判らぬ ほどに 煤けて しまって いて、 どこ をの 

ぞいて みても、 朽 木の 匂いが ぶんぷん 香って くるの 

また 

だった。 しかし、 戸口 を 跨いだ とき、 滝 人 は 生暖かい 

裾 風 を 感じて、 思わず 飛び退った。 それ は、 いつも HI 

とわし い、 死産の 記憶 を 蘇 らせ るからで あった。 し 



かし、 そこに あつたの は 眼窩が 双方 抉られて いて、 そ 

こから 真黒な 血が 吹き出て いる 仔 鹿 (かよ I 上 州 西北 

しき い 

部の 方言) の 首で、 閾 のかな たから は、 燃え 木の はぜ 

るよう な、 脂肪の 飛ぶ 音が 聴え てきた。 そして、 板戸 

ほう,. f- つ 

一 重の 土間の 中で は、 おそらく 太古の 狩獵 時代 を髡髴 

とさせる まったく 退化し きってし まって、 兇暴 一 

途な 食欲 だけに 化した、 人達が 居並んで いた。 土間の 

す リまち 

中央に は、 大きな 摺鉢形 をした 窪みが あって、 そこに 

まる まさ 

は 丸 薪 や、 引き 剝 がした 樹皮な どが 山の ように 積まれ、 

さ ゥ き くすぶ 

それが、 先刻から 燻りつ づけて いるので ある。 そして、 

さすまた 

太い 剌 叉が 二 本、 その 両側に 立てられ ていて、 その上 



うであって、 彼女 は、 自分の 夢に 浸りき つていて、 も 

お ま. 

の を 云う のも覚 つか なげな 様子だった。 ところが、 そ 

うして しばらく、 毛の 焦げる ような 匂いが 漂い、 チリ 

チリ 捲き 縮まって ゆく、 音の みが 静寂 を 支配して いた 

が、 そのうち、 時 江 はいきな り 身体 を もじらせて、 甲 

高い 狂った ような 叫び声 をた てた。 

「ああ、 それじゃ、 稚巿の 身体 を 喰べ させよう つて 云 

うの。 まるで、 この 仔 鹿の 形 は、 あの 子の 身体に そつ 

くり じ やない の。 ほんとうに、 じりじり 腐って ゆく よ 

り も、 い つ そ ひと 思いに、 こんな ふうに 焼かれて しま つ 

たほうが まし だ わ。 もう、 そうな つたら、 烏 だって 喰 



ベ やしないでしょう からね。 山猫 だって 屍 虫 だって、 

てんで 寄りつ かないに きまって ます わ。 大兄さん、 

い つたい 肝ぐ らい 喰べ たって 何になる のさ」 

時 江 はおりお りこの ように、 何 かの 形に あれ を 連想 

うず 

して は、 心の 疼き を 口にする のが 常であった。 がその 

時 はそう 云いながら も、 何 かそれ 以外に、 一 つの 

ひょうちゃく 

憑 着が 頭の 中に あると みえて、 いくつかの 鳥 や 獣の、 

名前 を 口にする ごとに、 首 を 振って は、 何もの かを模 

索して いる 様子だった。 それに、 くら は 歯の ない 口 を 

開いて、 時 江の 亢奮 を 鎮めよう とした。 

「そんじゃ けど、 喰うて みり や、 また oy しに もなる も 



んじ や。 仔 鹿の 眼 もよ いと 云う ぞ。 時 江、 むず かり も 

わし い き 

いい加減に する もんじ や。 この 一家に も、 儂の 呼吸が 

めぐ 

あるう ちに、 もう 一 度、 必ずえ え 日が 廻り 来る でな」 

「いいから もう、 そ んな 薄気味悪 いものば かり 並べな 

いで」 と 母の 言葉に 押し 冠せ て、 時 江 は 泣きじゃくる 

ように 肩 を 震わせた が、 「でも 考えて みると、 稚巿 さえ 

生まれて くれなかったら、 こんなにまで ひどい 苦しみ 

を、 うけずに すんだ かもしれ ない わ。 あの 病い の 始め 

のうち は、 肌の 色が 寒天の ように、 それ は それ は 綺麗 

に 透き通って くるんで すって。 それから、 痺れが どこ 

からと なく やって きて、 身： K: 中 を 所嫌わず、 這い 摺る 



「そんな もの は、 あり や せんぞ」 と 白痴 特有の、 表情 

のない 顔 を 向けて、 喜惣 は、 新しく 訪れた 観念の ため 

に、 前の 争い を 忘れて しまった。 そして、 仔 鹿 を 結わ 

えた 鉄棒 を、 再び 廻し はじめながら、 

「最初から、 あり やせん。 たぶん 烏に でもつつ かれた 

んじ やろう」 

くまた か 

「いや 熊 鷹 じ やろう。 あれ は 意地む さいで な。 だが な 

あ 喜惣、 この 片身 はどう あっても、 お前に はやれん ぞ_ 

あれ は、 第 一 儂の穽 なんじ や」 と 食欲 以外に は、 生活 

の 目的と て 何もない 十四 郎が、 あくまで 白痴の 弟 を 抑 

え つけようと すると、 



見据えて きりだした。 「貴女 は、 なに か 私に 隠して い 

おに やえ もぐら 

る 事が あるん じ やない の。 現に、 あの 鬼 猪殃々 の 原が 

そうでしょう。 雑草で さえ、 あんな 醜い 形に なった と 

いうの も、 もともと は、 死んだ 人の 胸の 中から 生えた 

からです わ。 サァ 事に よったら、 貴女 だって 胸の 中の 

怖ろ しい 秘密 を、 形に 現わして いるか もしれ ません の 

よ」 

「何 を 云 うんです の、 お 嫂さん。 私が どうして そんな 

事 を」 と 時 江 は、 激しく 首 を 振った が、 知らぬ まに、 

手が、 自分の 胸 を ギュッ と 握り しめていた。 

「そり やまた、 どうして なんです I と 滝 人 はす かさず 



なり、 滝 人の 不思議な 精神力に、 すっかり 圧倒され て 

き 

しまった。 滝 人 は、 そうして 勝利の 確信 を 決め、 眼前 

もて あそ 

に 動け なくなった 獲物が あるの を 見る と、 それ を 弄 

びたいよ うな 快感が つのつ てきた。 

「それが 時 江さん、 貴女から はとうて い 取り離せない、 

精神的な 病気な のです。 貴女 は それ を 聴く と、 あの 

仔 鹿の 胴体で、 一 つの 文字 を 描いて しまった のです。 

ナンパ— ■ フォ— ムス 

なぜなら、 そういう 数 形式 型の 人達に ついて、 ここ 

に 面白い 話が あります わ。 それ は ブリッジの 名手と 云 

われた、 ク ヌト. ライデンの 逸話な のです。 私 は、 少 

しも その ゲ— ム のこと について は 知りません けど、 な 



ん でも 終リ頃 になって、 スぺ— ドの 1 で、 勝敗が 決まつ 

てし まうよう な 局面に なった のです が、 もちろん ライ 

デンに は その 札 はない ので、 むしろ 自暴 気味だった の 

でしよう、 もし、 俺が 持って いるんだ つたら、 心臓 を 

a: り 抜いて みせる — と 云った そうな のです。 すると 

スタンド 

その 一座の 一 人が、 ふと 前に ある、 置 灯の 台に 眼 を やつ 

たの を 見る と、 そこで ライデン は、 ボンと 札 を 卓上に 

投げ捨て、 君が 勝った と、 その 一人 を 指摘した という 

話が あります。 なぜなら、 スぺ— ド から 心臓の 形 を 

とってし まえば、 残った ものが、 てっきり 卓子 灯の 台 

としか 思えない じゃありません か。 そこで 時 江さん、 



「それで はお 嫂 様、 私に 教えて ちょうだい。 そのお 顔 

を 柔らかに してから、 私が どう すれば いいの か、 教え 

てちょう だい」 

「ああ 十四 郎、 貴方 は そこに …… 」 と 時 江の 声が、 耳 

に 入った のか 入らぬ のか、 滝 人の 眼に、 突然 狂った よ 

またた 

うな 光が 瞬いた。 すると、 (以下 七 四 字 削除) 本能 的 

にす リ 抜けた が、 (以下 六 〇 一 字 削除) 異様な 熱ば みの 

去らない 頭の 中で、 絶えず 皮質 をガ ン ガ ン鳴リ 響かせ 

ている ものが あった。 滝 人 は、 いつの まに ここへ 来て 

しまった のか、 自分で も 判らない ので あるが、 そうし 

て、 永い こと 御霊 所の 前で 髪 を 乱し 瞼 を 腫れ ぼったく 



して、 居睡 つてい るよう に 突っ立つ ていた。 

三、 弾左谿 炎上 

ついに あの 男が、 鵜 飼 十四 郎に 決定され たばかりで 

*、 滝 人 はまる で 夢み るよう な 心 持で、 自分の 願望の 

すべてが 充 されつ くした の を 知った。 そして、 しばら 

もた 

く 月光 を 浴びて、 御霊 所の 扉に 凭れ掛かつ ている うち 

に、 しだいと あの 異様な 熱ば みが 去り、 ようやく 彼女 

ほの あけぼの 

の 心に、 仄白い 曙 の 光が 訪れて きた。 それ はちょう 



そして、 自分 は 神鏡の 中 を視き 込んだ の だが、 その 瞬 

おのの 

間、 彼女の 膝が ガクリ と 落ちて、 全身が ヮ ナヮナ 戦き 

だした。 

ぎょう 

その 神鏡の 位置と いうの は、 常に 行 を 行う 際に、 く 

らが 占めて いる 座席で あり、 かつまた その 高さが 彼女 

の 眼の 位置 だと すれば、 当然 それと 対座して いる 十四 

しそ 1 つ 

郎 との 関係に、 なに か 滝 人 を、 使嗾す る ものが あった 

に 相違ない。 事実、 滝 人 は それによ つて、 今度 こそ は 

全然 償う 余地の ない、 絶望の まった だ 中に 叩き込ま 

れて しまった。 それが、 滝 人の 疑惑に 対して、 じつに、 

最終の 解答 を 応えた ので ある。 それから 滝 人 は、 刻々 



血が 失われて いくような、 真 蒼な 顔 をしながら、 その 

結論 を、 心の中の 十四 郎に 云い 聴かせ はじめた。 

あさはか よろこ 

「私 は、 自分の 浅 墓な 悦び を 考える と、 じつに 無限と 

あつ^-み 

云って いいくらい、 胸の 中が 憐憫で 一杯に なって しま 

ひど 

うのです。 お 怨みし ます わ —— この 酷い 誓言 を 私に 要 

求した のが、 ほかならぬ 貴方な のです から。 あの 獣 臭 

むくろ 

ぃ骸 だけ を 私に 残して おいて、 いずこ かへ 飛び去つ 

ておしまい になり、 そのうえ ご 自分の 抜骸 に、 こんな 

しぐさ 

意地悪い 仕草 をさせる なんて、 あまりと 云えば 皮肉で 

は ございま せんか。 今まで も、 ときおり 貴方の 小さな 

あしおと 

跫音を 聴いて、 私 は 何度か 不安に なりました けれども、 



はぐろ 

て ゆく とする に は、 あまりに 鉄漿 をつ けた 時 江が、 十 

四郎 そのもの であり (以下 二三 七 字 削除) 現在の 十四 

郎には 生存 を 拒まねば ならない —— その物 狂わし さは、 

倒錯な どと いうよりも、 むしろ 心の 大奇 観だった であ 

ろう。 まったく、 この 不思議な 貞操の ために、 滝 人 は 

ある 一 つの、 恐ろしい 決意 を 胸に 固め、 十四 郎の ため 

に、 十四 郎を 殺さねば なら なくなって しまったの であ 

る。 しかし、 そうなる と、 たとえ 十四 郎 だけ を 除いた 

にしても、 それに 続いて、 なお 喜 惣が舌 なめずりして 

いるの を 考えねば ならなかった。 さらに その 二人が 除 

かれた にしても、 その 間の 関係 を 知り 尽 している 母の 



づけて いた、 高 代と いう 一事が、 今度 も 滝 人の 前に 二 

ひゃく ひろ 

つ 幻像と なって 現われた。 それ は、 最初 鵜 飼の 腸 綿 

の 中に 現われて 以来、 あるいは くらの 瞳の 中に 映った 

ナン バ— . フォ— ムス おび や 

り、 また 数 形 式の 幻 ともなって、 時 江 を 脅かした 

事 もあった。 けれども、 いよいよ 最後に は 二つの 形 を 

とリ、 滝 人の 企て を 凱歌に 導こうと したので ある。 漠 

として 形の ない、 心の 像の みで 相手 を斃す —— それ は、 

誰し も 望むべく して 得られない、 殺人の 形式と して、 

おそらく 最高の もので はない か。 

午後の 雷雨の ために、 湿気が 吹き払われた せいか、 

山峡の 宵 深く は、 真夏と も 思われぬ 冷気に 凍える の を 



たもの を、 やはり 終い にも、 この 子が 刈り取って くれ 

るので すから、 もうす ぐと、 あの 生物の 眼に は、 高 代 

という 魔法の 字が 映る に 相違ない のです。 どこに で 

しょうか。 しかも それ は、 二度 現われる はずな のです。 

イリ ュ —ジ ョ ン ■ ォブ ■ リ ヴァシ ブル . パ— スぺ クチ ヴ 

ときに、 『反転 的 遠景 錯覚』 という、 心理 

学 上の 術語 を ご存知で いらっしゃいまして。 では、 試 

しに 名刺 を 二つに 折って、 その内 側に なった ほう を、 

かしげながら 片目で 眺めて 御覧 あそばせな。 きっと そ 

れが、 折った 外側の ように 見える はずな のです から。 

つまり、 内角が 外角に 変って しまう のです が、 いま あ 

の 生物 は 引ん 曲った 溝 を 月の 山の ようにく ねらせて、 



摺 つたら しい 跡 はない の だし、 あの 重い 屍体の 持ち運 

びが できる 人物と 云ったら、 どうしたって、 まず 喜惣 

以上 〔# 「以上」 底本の まま、 「以外」 と 思われる〕 に 

はない じゃありません か。 それに ああ まったく、 

私に は 魔法の 力が ついてい るん じ やない かしら。 きつ 

ちと 

と 真相 を 知らない 捜査 官達 は、 死後 経過 時間が 因で、 

とんでもない 誤算 を やる にき まってい るんで す。 です 

さかのぼ 

から、 兇行の 時刻が そんな 具合で 三 四時 間 も 遡って 

しまう ことになると、 当然 私の 手で、 その 時刻 を 証明 

する もの を 作り上げねば ならないでしょう。 それが、 

お前 を 地獄に 突き 入れた、 あの 時計なん です よ。 つま 



頷かせて しまう ことと 思われます。 しかし それに は、 

ただ 針 をぐ るぐ る 廻し さえ すれば よいので す。 八 時— 

I 九 時 —— それから 長針 を 六 時の 所に さえ 置けば …… 

つまり、 その 八、 九、 六で すべてが 終って しまう ので 

す」 

うな 

八、 九、 六 —— その 唸りが、 それが 一匹の 蠅で でも 

あるかの ように、 頭の 中 を 渦巻いて 拡がって いった。 

すると、 滝 人 は 不意に 胸苦しく なって きて、 何 か 忘れ 

てなら ない もの を 忘れて いるので はない か —— となん 

となく 鬱然と はして いる けれども、 それでいて 鈍く 重 

たげ な、 必ず 何 か ある ぞ ある ぞ といった ような 不 



咽喉 深く に グサリ と 押し込んだ。 そして、 素早く 搔卷 

きを 顔の 上に 冠せ て、 滝 人 は その上に のしかか つたが、 

むろん 振子の ために 舌が 動く 気遣い はなく、 わずかに 

-ケ る 

四肢 を、 ぶる ると 顫 わせた のみで、 動か なくなつ てし 

まった。 こうして、 一尺と 隔たって いない 所に、 時 江 

を 置いての 不敵 きわまる 犯行が 成功 を 遂げ、 もはや 滝 

人 は、 凱歌 を 包み隠す ことができ なくなって しまった。 

戸外に 出る と、 対岸の 山頂が 微かな 光に 染み、 そこ か 

ぬ く あけぼの 

ら 夏の 日 特有の 微温 もった 曙 が 押し 拡がろう として 

いる。 星 は 一 つ 一 つ、 東 空から 天頂に かけて 消え 行つ 

たが、 それが 三つに なった とき、 ふと 妙な 迷信 的な 考 



れて しまう と 云う ではない か。 その 忘却の 心理に は、 

きわめて 精密な 機構が あって、 同じ 発音の 言葉で も、 

抑揚が 違う 場合に は、 一時 ことごとく 記憶の 圏外に 

擲げ 出されて しまう。 そうで はない か。 したがって 

はぐろ 

(八 (はち) とくと ろが、 あるいは 盲点 を、 鉄漿 という 

観念の 上に 設けて いたか もしれ ない ので ある。 そうす 

ると 滝 人に は、 鉄漿 に関する 知識が 泉の ように 溢れて 

きて、 あの 皺に 見えた というの も、 その実、 鉄漿 かぶ 

れ (鉄漿 を 最初つ けたと きに、 あるいは 全身に 桃色 斑 

点 を 発する ことがある けれども、 それ は 半 昼夜 経つ と 

消えて しまう) の 斑紋だった かもしれ ないし、 また 歯 



が 脱け ていて、 そこが 洞の ように 見えた というの も、 

あるいは 歯抜けの 扮装術 (「| 刈萱 桑門 筑紫 蝶」 その他の 

はぐろ くろ 

扮装 にあり) そのままに、 鉄 漿の黝 みが、 洞の ごとく 

見せかけた のではなかった であろう か —— などと さま 

ざまな 疑心暗鬼が 起って くると、 それが 杭い がたい 

力で も あるかの ごとく、 滝 人の 不安 を 色 づけて いった。 

と、 そのと き 御霊 所の 中から、 朝の 太鼓が ド ドンと 一 

つ 響いた。 そして、 滝 人の 不安 は 明白に 裏書され、 彼 

女 は 歓喜の 絶頂から、 絶望の 淵 深く に 転げ落ち てし 

まった。 なぜなら、 その 太鼓と いうの が、 朝龃 けの く 

しきたり 

ら 以外に は 打つ ことので きぬ 習慣に な つ ていたからで 



ある。 

ふしぎ 

人間 心理の 奇異な 機構が、 ついに 時 江 を 誤 殺した I 

I その 一 筋の 意識 も、 ほどなく 滝 人に は 感じられ なく 

なって しまった。 もはや 何の 心労 もな く、 望み もな く 

うず 

疼き もしない 彼女に は、 額に 触って いる、 冷たい 手 一 

つ だけ を 覚える のみであった。 時 江 は 十四 郎 そのもの 

の 正確な 写像で あり、 滝 人の 全身全霊が、 それに かけ 

られ ていたので はなかった か。 そのよう に、 最後の 幻 

まで も 奪い 去られた とすれば、 いっか 彼女に は 黴が 生 

え、 樹皮で 作った 青臭い 棺の 中に 入れられる こと も あ 

ろう。 が、 その 墓標に 印す 想い出 一 つ さえ、 今では 失 
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